
学園の話題

福
岡
歯
科
大
学
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

リ
サ
ー
チ・ス
チュー
デ
ン
ト
辞
令
交
付
式

「
よ
り
深
く
も
っ
と
知
り
た
い
」

学
生
の
夢
を
支
援

　5
月
25
日
、福
岡
歯
科
大
学
本
館
2
階
学
長
室

に
お
い
て
、福
岡
歯
科
大
学
学
生
研
究
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
お
け
る
リ
サ
ー
チ・ス
チ
ュー
デ
ン
ト
の
辞
令
交

付
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。第
1
期
生
に
は
8

名
の
口
腔
歯
学
部
生
が
採
用
さ
れ
、石
川
大
学
長
よ

り
辞
令
が
手
交
さ
れ
ま
し
た
。

　リ
サ
ー
チ・ス
チ
ュー
デ
ン
ト
は
、普
段
の
講
義・実
習

の
先
に
あ
る「
研
究
」に
関
心
を
も
って
い
る
学
生
を

支
援
す
る
も
の
で
す
。リ
サ
ー
チ・ス
チ
ュー
デ
ン
ト
が

行
う
研
究
活
動
に
は
、研
究
指
導
を
行
う
分
野
に

対
し
て
1
件
あ
た
り
20

万
円
を
上
限
と
し
て
支

援
金
が
交
付
さ
れ
、充
実

し
た
研
究
活
動
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　大
学
院
入
学
を
待
た

ず
に
歯
科
医
師
の
卵
で
あ

る
学
部
生
の
頃
か
ら
実

験・研
究
活
動
に
携
わ
る

こ
と
に
よ
り
高
い
研
究
マ

イ
ン
ド
を
有
す
る
人
材
の

育
成
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
20
回

福
岡
学
園
体
育
祭
を
開
催

真
剣
勝
負
に
学
生
ら
の
声
援
響
く

　5
月
26
日
、第
20
回
福
岡
学
園
体
育
祭
が
、福
岡

学
園
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　今
年
は
福
岡
看
護
大
学
が
開
学
し
、初
め
て
福

岡
歯
科
大
学・福
岡
看
護
大
学・福
岡
医
療
短
期
大

学
の
3
大
学
合
同
で
の
開
催
と
な
り
、グ
ラ
ウ
ン
ド
で

は
ク
ラ
ブ
対
抗
リ
レ
ー・サ
ッ
カ
ー
、体
育
館
で
は
玉
入

れ・バ
レ
ー
ボ
ー
ル・バス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
が
行
わ
れ
ま
し

た
。各
競
技

と
も
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら

れ
、盛
ん
な

声
援
が
送
ら

れ
て
い
ま
し

た
。

福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科

総
合
病
院
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
薬
の
受
け
取
り
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　福
岡
歯
科
大
学
医
科
歯
科
総
合
病
院
で
は
、平
成
29

年
6
月
1
日
よ
り
お
薬
は
、院
外
の
保
険
調
剤
薬
局
で
お

受
け
取
り
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　厚
生
労
働
省
で
は
、病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
処
方
せ
ん
を

出
す
医
師
と
、お
薬
を
調
剤
す
る
薬
剤
師
と
の
役
割
分
担

を
明
確
化
す
る〝
医
薬
分
業
〞の
推
進
に
力
を
注
い
で
お

り
、本
病
院
に
お
き
ま
し
て
も
、医
薬
分
業
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。お
薬
を
受
け
取
る
薬
局
に
つ
い
て
は
、

患
者
の
皆
様
が
便
利
な
薬
局
を
ど
こ
か
1
ヶ
所
自
由
に
選

ん
で「
か
か
り
つ
け
薬
局
」と
し
て
ご
利
用
さ
れ
ま
す
と
、薬

歴
管
理
を
し
て
い
ま
す
の
で
、複
数
の
医
療
機
関
か
ら
処

方
さ
れ
た
お
薬
の
重
複
投
与
の
防
止
や
飲
み
合
わ
せ
の

チ
ェ
ッ
ク
等
が
可
能
と
な
り
、安
心
し
て
お
薬
が
服
用
で
き

ま
す
。

○お薬を受け取るまでの流れ

【病院】

　　　　　　⬇
【院外の保険調剤薬局】

※処方せんは交付の1日を含めて4日以内に保険調剤薬局に提
出してください。（4日を過ぎると、その処方せんは無効となってし
まいます。）

《福岡市薬局検索 http：//www.fpa.gr.jp/search/》
なお、ご不明な点がございましたら、病院スタッフまでお尋
ねください。

注目のニュース

ディプロマ・ポリシー 〔卒業認定・学位授与の方針〕

【福岡医療短期大学】Fukuoka College of Health Sciences

１.入学後の修学に必要な基礎学力としての知識・理解や実技を行う能力を有している。<知識・理解・技能>
２.物事を多面的かつ論理的に考えることができる。<思考力・判断力>
3.自分の考えを的確に表現し伝えることができる。<表現力>
４.対話を通して、相互理解に努めようとする態度を有している。<態度>
5.口腔保健・介護福祉に深い関心を持ち、社会に積極的に貢献する意欲がある。<主体性>

1.主体的に学ぶ力を高めるために、アクティブ・ラーニングを取り入れた教育方法を実践します。
2.教育効果を上げるために、シラバスに学修内容や準備学修の項目を設け、ホームワークやレポートは整合性や連続性を図ると共に、形成的評価のた
めの学期中のフィードバックを行います。

アドミッション・ポリシー 〔入学者受入れの方針〕
《歯科衛生学科・保健福祉学科》

《歯科衛生学科・保健福祉学科》

3.目標・記録・評価の総合的ツールであるポートフォリオを3年間かけて作成し、自己の学生生活を自分自身で管理し、「ふりかえり」を行います。
4.国家試験に必要な専門的知識の修得確認のために外部テスト（歯科衛生士模擬試験）を導入し、結果のモニタリングを行い、自己学修の推進を図り
ます。また、模擬試験や国家試験対策のための時間を設定し、2年次から段階を追った学修プログラムを実施します。
5.臨床・臨地実習は、指導教員および実習指導者から助言を受けながら知識や技能を深め、また、小グループでのグループ学修により他者の意見も聞
き、考えを広げ、専門知識を活用した問題発見や問題解決の方法の修得を図ります。

《歯科衛生学科》

3.目標、記録、評価の総合的ツールであるポートフォリオを2年間かけて作成し、自己の学生生活を自分自身で管理し、「ふりかえり」を行います。
4.介護福祉士の国家資格に必要な専門的知識や能力確認のために、基礎強化演習、介護福祉演習、外部テストの受験による自己学修の推進や結果の継
続的なモニタリングを行います。また、学科教員による模擬試験や国家試験対策のための取組を行い、1年次から段階を追ったプログラムを実施しています。
5.介護実習は、指導教員および実習先施設指導者からその現場における助言を受けながら知識や技能を深めます。小グループでのグループ学修により他
者の意見も聞き、考えを広げます。さらに学修を段階的に発展的に繰り返し、専門知識を活用した問題発見や問題解決の方法の修得を図ります。

《保健福祉学科》

〔Ⅰ. 目指すべき人物像〕

豊かな教養と人間性を持ち、口腔保健の専門性を発揮するとともに、多職
種と協働、連携し、歯科衛生士のリーダーとして活躍できる人物。

《歯科衛生学科》
介護福祉士のリーダーとして、生涯にわたって自ら学び、介護実践の根拠
に基づいた尊厳を支えるケアを実践しながら、保健福祉の向上のために貢
献できる人物。

《保健福祉学科》

カリキュラム・ポリシー 〔教育課程編成・実施の方針〕

〔Ⅱ.修得すべき能力〕

<知識・理解>
1.歯科衛生士として豊かな教養と人間性を持ち、基本的な医療・保健・福
祉の知識を体系的に理解し、多様な対象者を支援することができる。

<思考力・判断力>
2.多様な情報や知識を論理的に分析、考察することができる。
3.科学的思考力を持ち、口腔保健活動における問題を発見・解決するこ
とができる。
<態度・主体性>
4.医療人としての自覚と倫理観を備えている。
5.口腔の健康管理に関心を持ち、生涯にわたって学修を継続することが
できる。
6.自己管理力や主体性を発揮し、社会や他者のために責任ある行動をと
ることができる。
7.国際交流にも視点をおいた多様な対象者に対して幅広いコミュニケー
ションを図ることができる。
<技能、表現力>
8.根拠や理論に基づいた口腔保健管理のための知識や技能を活用し、
対象者の生活の質（QOL）の向上を図ることができる。

《歯科衛生学科》
<知識・理解>
1.豊かな教養と人間性を持ち、さまざまな利用者に対応するための基本的
な福祉、医療、保健の知識を体系的に理解することができる。
<思考力・判断力>
2.多様な情報や知識を論理的に分析、考察することができる。
3.科学的思考力を持ち、職業生活や社会生活で新たな問題を発見・解決
することができる。

<態度・主体性>
4.福祉の現場において必要とされる自分の役割を理解することができる。
5.実践的な生活支援や自立支援のための取組を推進することができる。
6.生活支援専門職としての自己管理力や主体性を発揮し、社会や他者
のために責任ある行動をとることができる。

7.利用者、家族と円滑な対人コミュニケーションをとることができ、多職種
との連携や協働を行うことができる。
<技能、表現力>
8.根拠や理論に基づいた介護実践のための知識や技能を活用し、利用
者の状況に応じた生活の質（QOL）の向上を図ることができる。

《保健福祉学科》

詳しい内容は福岡医療短期大学ホームページをご覧ください。
http://www.fdcnet.ac.jp/jcol/

❶
診察

❷
処方せんを受け取る

❶
処方せんを提出する

❸
お薬を受け取る

→
❸
会計→

❷
会計→ →
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